
沖縄県における

観光成果指標の取組

沖縄県文化観光スポーツ部



沖縄観光は近年、

〇プロスポーツのキャンプ
〇「空手発祥の地」である歴史
〇ＭＩＣＥ関連イベントの開催

など、様々な取り組みを行っているが、美しい
自然を生かした観光が最大の魅力である。



平成24年度に策定した第５次沖縄観光基本計画では平成33年度の「将来像」を

「世界水準の観光リゾート地」と定めている。



沖縄21世紀ビジョン基本計画（10年）
沖縄県が目指すべき将来像を描いた基本計画。観光以外にも経済、教育、福祉など分野ごとに基本施策を定めている。

第５次沖縄県観光基本計画（10年）
10年後の沖縄観光が目指すべき目標を定めた10年計画。目標値は入域観光客数1,200万人、観光収入1.1兆円。

沖縄観光成果指標
「世界水準の観光リゾート地」を目
指すため、県民指標や環境指標、
マネジメント指標など間接的に関わ
る分野を含めた成果指標。

観光要覧などで公表。

沖縄観光推進ロードマップ実施事業
基本計画の目標を達成するため、各施策の進捗状況を随時確認。

ビジットおきなわ計画（単年度計画）
基本計画の目標を達成するための単年度計画。

各施策の位置づけ



第５次計画では目標と合わせて

達成イメージを設定。

〇観光客の視点

〇観光産業の視点

〇県民の視点

〇観光資源の視点

「数」だけではなく「質」を確保

観光客数

1,000万人

観光収入

１兆円

目標 達成イメージ



第５次計画策定時約600万人 → 当初目標値1,000万人

平成30年度に達成

入域観光客数と観光収入の推移（年度）
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事業の体系

将来像

達成イメージ

成果指標

世界水準の観光リゾート地
洗練された観光地としての基本的な品質を確保するとともに、独自の観光価値を発揮することにより、
アジア・太平洋地域における競合地との比較対象の中で「沖縄／OKINAWA」のポジションが確立され、
国内外において高いブランド力を保持する観光リゾート地として認知された状態となっている。

（観光客の視点）

観光客は、国内外か
ら、ニーズに応じた
観光地を訪れること
ができ、リラックス
して沖縄ならではの
感動体験と交流を楽
しんでいる。

（観光産業の視点）

観光産業は、安定的
に観光収入を得てい
て、県経済を牽引す
る存在であり、誇り
と責任ある産業体を
形成している。

（県民の視点）

県民は観光から社会
的・経済的なメリッ
トを最大限享受して
おり、沖縄における
観光の価値を認め、
積極的に魅力的な観
光地づくりに参画し
ている。

（観光資源の状態）

観光資源は、自然・
文化資源ともにその
価値が尊重されてお
り、地域の状況に応
じた適切な活用がさ
れるとともに、その
保全が図られている。

（観光客指標）
〇観光客満足度
〇Ａ
〇Ｂ
〇Ｃ

（観光産業指標）
〇観光消費額
〇Ｄ
〇Ｅ
〇Ｆ

（県民指標）
〇県民意識
〇Ｇ
〇Ｈ
〇Ｉ

（観光資源指標）
〇自然保全度
〇Ｊ
〇Ｋ
〇Ｌ

モニタリング

沖縄観光成果指標検討事業



事業の概要

〇平成25年度に委託事業（県費）で実施
受託団体：（公財）日本交通公社

〇アドバイザリー委員会を４回開催

〇県関係部署と下記の外部有識者で検討
・国立大学法人 琉球大学 観光科学科

・（一社）沖縄観光の未来を考える会

・（一社）日本旅行業協会

・（一財）沖縄観光コンベンションビューロー

・沖縄振興開発金融公庫

〇平成26年度から運用開始

沖縄観光成果指標検討事業



成果指標の作成の流れ

沖縄観光成果指標検討事業

調
査
内
容
お
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び
工
程
の
確
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評
価
手
法
の
た
た
き
台
の
作
成

国内外の先進事例調査

事例１
海外事例（視察）

（カナダ・ウィスラー）

事例１
海外事例（文献）
（ハワイ・EU）

指標案（４視点）の検討

アドバイザリー委員会（７月、10月、12月、３月）

関係者の
意識調査

関係者
ニーズ把握

運用方法の検討

開発・適応
プロセスの提示

運用指標の整理

調
査
報
告
書
の
取
り
ま
と
め

国内外の調査や関係者の意識調査の都度、アドバイザ
リー委員会で内容を確認しフィードバック。



no. 項目 no. 項目

1 航空旅客提供座席数 21 県民所得

2 宿泊施設（収容人員） 22 渋滞（昼間12時間平均旅行速度）

3 二次交通（レンタカー・一般貸切旅客自動車車両数） 23 観光客比率（定住人口換算）

4 観光収入 24 県民旅行の実施度

5 観光客の消費単価 25 住みやすさ（定住の意向）

6 観光客の滞在日数 26 観光施策の重要度に対する意識

7 宿泊者数（人泊数）

8 客数（ＭＩＣＥ参加者） 27 最終エネルギー消費量

9 客数（主要観光施設入場者） 28 温室効果ガス排出量（二酸化炭素排出量）

10 季節変動（入域観光客数） 29 環境認証（エコアクション21認証事業者数）

11 経済波及効果 30 ビーチ（主要水浴場の水質(期間中)）

12 雇用者数（宿泊業、飲食サービス業） 31 エコツーリズム（保全利用協定の認定状況）

32 保全エリア（自然環境保全地域の指定状況）

13 入域観光客数 33 景観（景観行政団体）

14 外国人観光客数 34 世界遺産（訪問者数）

15 バリアフリー対応（沖縄県福祉のまちづくり条例適合証交付施設数） 35 文化財（国・県・市町村指定文化財件数）

16 外客対応（通訳案内士等登録者数） 36 文化・スポーツイベントの集客

17 接客待遇（沖縄観光タクシー乗務員資格認定者数）

18 旅行全体の満足度（国内客） 37 県観光予算

19 旅行全体の満足度（外国人客） 38 市町村観光予算

20 リピーター率 39 市町村観光計画の有無

40 市町村観光協会の有無

経済 県民

観光客

環境

マネジメント

経済・観光客・県民・環境・マネジメントの５項目

沖縄観光成果指標検討事業

【沖縄観光成果指標の項目】



（個別シート）

各項目に関わるグラフ等を掲載。

沖縄観光成果指標検討事業

（総括シート）

各項目ごとに「→」で状況を表現。



成果指標の確認方法
データソース

QOL

県民総所得 県民経済計算（統計課）

渋滞（昼間12時間平均旅行速度（km/h）沖縄県合計）
全国道路・街路交通情勢調査（道路交通コンセンサス）一般交通量調査

（国土交通省）

観光略比率（定住人口換算） 観光統計実態調査（観光政策課）

県民観光の実施度 観光統計実態調査（観光政策課）

attitude

住みやすさ（定住の意向） 県民選好度調査（企画調整課）

観光施策の重要度に対する意識 県民選好度調査（企画調整課）

global　environment

エネルギー消費量 エネルギー消費統計（経済産業省資源エネルギー庁）

ごみ総排出量 一般廃棄物処理事業実態調査（環境整備課）

温室効果ガス排出量（二酸化炭素排出量） 温室効果ガス排出量推計結果（環境政策課）

指標候補

生

活

意

識

地

球

環

境

他部局や国等の調査結果などを用いてモニタリングを実施。

沖縄観光成果指標検討事業



成果指標の見直しの必要性（例）
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レンタカー登録台数 空港のレンタカー送迎バス乗り場

レンタカーの台数が増加傾向 ⇒ 渋滞や事故が懸念

現在は台数のみ項目にある。（Wi-Fi、キャッシュレス、民泊なども要検討）



市町村との連携

•県内41市町村中37市町村で観光基本
計画等を策定。

•島嶼県で各圏域で課題が異なるため
離島単位で完結すべき問題が多い。

⇒ 原則、市町村主体で対応

県では、県全体を捉えるものとして
指標を作成するが、市町村独自で作
成する際の指南になるものを意識。



市町村との連携（例）

〇竹富町 人口約4,300人、役場職員数約130人（竹富町役場HPから）

※ 西表島など自然豊かな複数の離島を抱えており、カヌー・トレッキン
グ・ダイビングなど自然を生かした観光が人気。

〇奄美沖縄世界自然遺産登録に向けて国、県、町で連携し

・世界遺産推進室を設置（県は自然保護課内に設置、町には環境省から職員出向）

・「持続可能な西表島のための来訪者管理基本計画」策定
（上水道の容量に基づき入域観光客数の１日あたりの受入容量の基準値を1,230人に設定）

（八重山圏域）（竹富町）



沖縄県SDGs推進本部は、

2019年11月29日に、

「沖縄21世紀ビジョン」

の将来像の実現に向け、

全県的なSDGs推進のための

基本的な方向性等を

「沖縄県SDGs推進方針」

として定めました。

観光分野以外でも推進

沖縄県SDGs推進方針

⇒



落ち着いた際はぜひ沖縄へ


